


は  じ  め  に

本書は、ジムニーの変更点、専用部品の概要、整備についてまとめてあります。
本書の単位系は、SI単位を使用しています。ただし、一部計量法で使用を認められた従来単位を使用しています。
本書には、下記の関連資料があります。本書とあわせて、ご熟読いただき、サービス、並び販売活動にご活用くださ
い。

関連資料

注意!

・ 本書は、整備に関するすべてのことがらを記載しているわけではありません。スズキ四輪車の基本的な整備上
の技能、知識などを有する人や組織（スズキ四輪代理店および販売店）を対象に作成しておりますので、これ
らの技能、知識の無い人は、このマニュアルだけで整備を行わないでください。技能不足、知識不足などが整
備上のトラブル、部品破損などの原因になる場合があります。

アドバイス

・ 本書は、本書初版発行時点の生産車両を対象に作成してあります。その後の生産車両については、仕様の変更
などにより、本書の記載内容と異なることがありますので、ご了承ください。

・ 本書に記載している説明用のイラスト類は、動作原理や作業要領などを示したもので、実際の形状と異なる場
合があります。

2010年9月
スズキ株式会社

四輪市場品質保証部

資　料　名 品　番

サービスマニュアル　ジムニー　概要編 40-81AH0　

サービスマニュアル　ジムニー　整備編 42-81AH0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.1 42-81AJ0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.2 42-81AK0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.3 42-81AL0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.4 42-81AM0　

サービスマニュアル　ジムニー　概要・整備  追補No.5 42-81AN0　

サービスマニュアル　ジムニー　電気配線図集  追補No.3 43-81AD0　

サービスマニュアル　K6A型　エンジン整備書 44-70G11　

サービスマニュアル　TW-40E型　AT整備書 44-22KA0　

SUZUKI SDT SDT本体取扱説明書 ─

SUZUKI SDT故障診断ソフト取扱説明書 ─

SUZUKI SDT SDT-Viewer取扱説明書 ─

スズキサービス技能資格テキスト　2級基礎（テクニカル編） 87-00531　

スズキサービス技能資格テキスト　2級（テクニカル編） 87-00521　

サービステクニカルガイド　故障探求編 87-40450　



主な特長

1.エンジン

・ エキゾーストパイプNo.2に触媒を追加した。

・ ラジエータファンシステム回路の配線色を変更した。

・ エンジンコントロールモジュール（ECM）を変更した。

・ 自己診断機能を強化しJ-OBDⅡに対応した。

・ J-OBDⅡ対応に伴い、外気温センサを採用した。

2.トランスミッション/トランスアクスル

・ マニュアルトランスミッションオイルを変更した。
75W-90 (99000-22910) → 75W-80 (99000-22B21-036)
また、これに従い、オイル交換時期を変更した。

3.ブレーキ

・ ストップランプスイッチねじ部先端とブレーキペダルのスイッチストッパブラケットのクリアランスを変更した。

・ ブレーキペダルの形状変更に伴い、ブレーキペダルを踏み込んだときの床板とのすき間の測定要領を垂直方向か
ら水平方向に変更した。

・ ブレーキブースタ取付面とクレビスのピン穴中心間の距離を変更した。

・ ABSコントローラを変更した。
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概要　0A-2
外観四面図



概要　0A-3
車種構成

全車、運転席・助手席SRSエアバック、前席シートベルトプリテンショナ、4輪ABS標準装備

主要諸元

車両形式
エンジン

駆動方式
トランス

ミッション
ボディ

類別区分
番号

グレード 補助記号
形式 仕様

ABA-
JB23W K6A 2カム4バルブ

ターボ

パートタイ
ム4WD

5MT

3ドア

0010
XG

JXGU-D8
4AT 0014 JXGR-D8
5MT 0012

XC
JXCU-D8

4AT 0016 JXCR-D8
5MT 0010 X-Adventure 

XC
JXGU-SDD8

4AT 0014 JXGR-SDD8

機種

JB23W

JXGU-D8 JXGU-
SDD8 JXCU-D8 JXGR-D8 JXGR-

SDD8 JXCR-D8

指定番号 12717
類別区分番号 0010 0012 0014 0016

車名および型式 スズキABA-JB23W

車台の名称および型式 スズキJB23W

自動車の種別 軽 (4輪)
用途 乗用

車体の形状 ステーションワゴン

軸距 (m) 2.250

燃料の種類 ガソリン

原動機の型式 K6A
総排気量 (L) 0.658

長さ (m) 3.395

幅 (m) 1.475

高さ (m) 1.680 1.715 1.680 1.715

輪距 (m)
前輪 1.265
後輪 1.275

室内の寸法 (m)
長さ 1.660 1.695 1.660 1.695
幅 1.220

高さ 1.210

車両重量 (kg)
前軸重 540 540 550 550
後軸重 440 450 440 450

計 980 990 990 1000
乗車定員 (人) 4

車両総重量 (kg)
前軸重 605 605 615 615
後軸重 595 605 595 605

計 1,200 1,210 1,210 1,220

最大安定傾斜角度 (°)
左 45
右 44

車輪配列 2D (S) -2D

タイヤ
前輪 175/80R16 91Q
後輪 175/80R16 91Q



概要　0A-4
一般概要

車両の識別

車台番号
打刻位置……リヤ右側タイヤハウス内シャシフレーム

・ JB23W-650001～

エンジンサービス基準

インフォメーションラベル（1）
貼付位置……フロントフード内側

1

1



概要　0A-5
診断

スズキスマートダイアグノスティックテスタ(Suzuki SDT)
概要
スズキスマー ト ダ イ アグ ノ ステ ィ ッ ク テス タ (Suzuki SDT) は、 ECM(8)、 AT(9)、 ABS(10) 及びエアバッ グ (11) の車載
ECU( エレ ク ト ロ ニ ッ ク コ ン ト ロールユニ ッ ト ) と の双方向通信によ る故障診断機であ る。

車載 ECU と Suzuki SDT の通信方法には、 国際標準化機構 (ISO) の規格に準拠し た CAN 通信及びシ リ アル通信を採
用し た。

Suzuki SDT の機能

ア ドバイス

･ ※ ： Suzuki SDT による DTC( ダイアグコー ド ) 表示は、 SAE コー ド ( 米国自動車技術会規格に準拠し たダ
イアグコー ド ) による表示である。

 

1

2

3

4

5

8 9

10 11

7 6

1. Suzuki SDT 4. 車両 7. シ リ アル通信線

2. 双方向通信 ( 通信速度 500kbps) 5. DLC コネ ク タ

3. 双方向通信 ( 通信速度 10.4kbps) 6. CAN 通信線

機能 概要

ソ フ ト 機能

DTC ※ 現在、 過去、 未確定コード の表示、 保存、 消去及びフ リ ーズフ
レームデータ表示が可能

データ リ ス ト ECU データの表示、 保存が可能

ア ク テ ィ ブテス ト ア クチュエータの強制駆動が可能

ユーテ ィ リ テ ィ 電圧計、 オシ ロ ス コープ (Suzuki SDT オシ ロセ ッ ト のみ ) が可能

システム選択 EPI、 ABS、 AT 及びエアバッ グを選択可能

スナ ッ プシ ョ ッ ト 保存 データ リ ス ト の記録を保存

スナ ッ プシ ョ ッ ト 詳細設定 スナ ッ プシ ョ ッ ト の詳細設定

スナ ッ プシ ョ ッ ト 表示 保存し たデータ リ ス ト の表示

保存データ表示 保存し た DTC 及びフ リ ーズフ レームデータの表示

データ リ ス ト マネージ ャー データ リ ス ト の表示項目を任意に編集可能

SDT-Viewer 機能

データ リ ス ト / スナッ プシ ョ ッ ト データ リ ス ト の保存データ表示、 編集、 保存、 整理が可能

DTC / フ リ ーズフ レームデータ DTC の保存データ表示、 編集、 保存、 整理が可能

画面印刷 保存データの印刷

バージ ョ ンア ッ プ ソ フ ト のバージ ョ ンア ッ プ



概要　0A-6
Suzuki SDT 対応コ ン ト ローラ

車両との接続
イ ン ス ト ル メ ン ト パネル右側にあ る DLC コネ ク タに
Suzuki SDT を接続する。

ア ドバイス

･ Suzuki SDT の使用方法は、 SUZUKI SDT SDT 本体
取扱説明書及び SUZUKI SDT 故障診断ソ フ ト 取扱
説明書を参照する こ と。

 

DLC 端子一覧

ECM ABS コ ン ト ローラ
AT コ ン ト

ローラ
エアバッ グコ
ン ト ローラ

データ リ ス ト ○ ○ ○ ○

ダ イ アグ コード ○ ○ ○ ○

フ リ ーズフ レームデータ ○ ― ○ ―

スナ ッ プシ ョ ッ ト ○ ○ ○ ○

ア ク テ ィ ブテス ト ア イ ド ル回転速度制御 ― 学習値消去 ―

イ ニシ ャル点火時期固定

フ ューエルポンプ制御

EVAP 制御

チェ ッ ク エンジン ラ ンプ制御

ラ ジエータ フ ァ ン強制駆動

イ ンジェ ク タ制御

ユーテ ィ リ テ ィ レデ ィ ネステス ト ABS 減圧増圧動作点検 ECU 情報 ECU 情報

ECU 情報 HU2 次配管エア抜き点検

ECU 情報

1. DLC コネ ク タ

2. Suzuki SDT

1

2

［A］ : DLC ( 矢視 ： [a])

端子番号 端子名 機能

G21-4 CGND シ ャ シグ ラ ン ド

G21-5 SGND シグナルグ ラ ン ド

G21-6 CANH CAN 通信 HI

G21-7 SDL シ リ アル通信線

G21-14 CANL CAN 通信 LO

G21-16 BAT バッ テ リ 電源

[a]

9 10 11 12 13 14 15 16

1 2 3 4 5 6 7 8

[A] G21



定期点検整備　0B-1

定期点検部品一覧

注意!

・ 交換時期は年又は走行キロどちらか早い方にて交換する。

・〔　〕は乗用車初回、「　」はシビアコンディション時での交換時期を示す。

定 　 期 　 交 　 換 　 部 　 品 　 項 　 目

交 　 　 換 　 　 時 　 　 期

年毎交換
( 単位 ： 年 )

走行キロ毎交換
( 単位 ： 千 km)

制動装置 ブレーキ液 2 〔3〕

マス タ ・ シ リ ンダ及びホ イール ・ シ リ ンダのカ ッ プ等ゴム部品 「4 〔5〕」

デ ィ ス ク ・ キ ャ リ パのシール及びブーツ等のゴム部品 「4 〔5〕」

ブレーキ ・ ホース 「4 〔5〕」

ブレーキ用バキ ューム ・ ホース 「4 〔5〕」

動力伝達装置 マニ ュ アル ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・ オイル 150 「75」

オー ト マチ ッ ク ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ・ オイル 40 「30」

ト ラ ン ス フ ァ ・ オイル 40 「20」

デフ ァ レ ンシ ャル ・ オイル 40 「20」

電気装置 点火プラ グ 2 〔3〕 40

原動機 エア ・ ク リ ーナ ・ エレ メ ン ト 40 「20」

エンジン ・ オイル 0.5 「0.25」 5 「2.5」

オイル ・ フ ィ ルタ 10 「5」

フ ューエル ・ フ ィ ルタ 100

冷却水 スズキ ロ ング ラ イ フ クーラ ン ト ( 緑色 ) 2 〔3〕

スズキ スーパーロ ング ラ イ フ クーラ ン ト ( 青色 ) 4 〔7〕 75 〔150〕

セクション 0B

定期点検整備

0B

0B





サービスデータ　0C-1

サービスデータ ......................................................0C-2
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サービスデータ　0C-2

サービスデータ

トランスミッション/トランスアクスル

オー ト マチ ッ ク ト ラ ン
ス ミ ッ シ ョ ン

使用オイル銘柄 スズキ ATF 3317

オイル量 (L) 全容量 5.7

交換時オイル量 －

オイル交換時期 通常使用時 40,000km 毎

シビア コ ンデ ィ シ ョ ン 30,000km 毎

ラ イ ンプレ ッ シ ャ (kPa) ア イ ド ル回転時 D レ ンジ 390 ± 20

R レ ンジ 650 ± 40

ス ト ール回転時 D レ ンジ 1,270 ± 60

R レ ンジ 1,700 ± 80

ス ト ール回転速度 (rpm) D レ ンジ 3,600 ± 150

R レ ンジ 3,600 ± 150

マニ ュ アル
ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン

使用オイル銘柄 スズキ 4 輪ギヤオイル 75W-80 
(GL-4)

オイル量 (L) 全容量 1.3 ± 0.1

交換時オイル量 －

オイル交換時期 通常使用時 150,000km 毎

シビアコンディション時 75,000km 毎

クラッチ クラッチペダル 高さ ( 取付位置 )(mm) －

遊び (mm) 10 ～ 20

継ながるとき (切れるとき )
床板とのすき間 (mm)

90 以上

踏み込んだときの床板との
すき間 (mm)

－

レアリーズアームの遊び (mm) 2 ～ 4
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エンジンメカニカル　1A-2

概要
･ エキゾース ト パイプ No.2 に触媒を追加し た。

排気系統

整備

エキゾーストパイプ、マフラ構成図

1. エキゾース ト パイプ No.2 3. マフ ラ  : 再使用不可部品

2. エキゾース ト セン タパイプ  : 50 N ・ m



エンジンクーリング　1B-1

整備 ........................................................................1B-2
冷却水の注入............................................................. 1B-2

特殊工具 / 指定材料................................................1B-2
指定材料 ..................................................................... 1B-2
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エンジンクーリング　1B-2

整備

注意!
 

･ クーリ ングシステムの整備はエンジンが冷えてい
る と きに行い、 冷却水が高温になっ ている と きは
ラジエータキャ ッ プやリザーバタ ン クキャ ッ プを
開けない。

冷却水の注入

注意!
 

･ 本機種には、 純水を用いて希釈し た濃度 50％の
スズキスーパーロングラ イ フ クーラ ン ト ( 青色 )
が充填されている。

･ スズキスーパーロングラ イ フ クーラ ン ト ( 青色 )
の補給品は、 濃度が 50％に調整されているため、
補充及び交換時は薄めずに使用する こ と。

･ 次に示す扱いをする と スズキスーパーロングラ イ
フ クーラ ン ト ( 青色 ) の耐久性能を低下させるた
め行わないこ と。
も し行った場合は、 スズキロングラ イ フ クーラ ン
ト ( 緑色 ) 使用時の交換時期 ( 初回 ： 3 年、 2 回目
以降 ： 2 年毎 ) に従う こ と。

－水道水による希釈。

－ スズキロングラ イ フ クーラ ン ト ( 緑色 ) の混
用。

･ クーリ ングシステムの洗浄は希釈過大の弊害が出
るため行わないこ と。

1) ラ ジエータの ド レ ン コ ッ ク を締めて リ ザーバタ ン ク
を取 り 付ける。

2) 冷却水を注入する。 （ リ ザーバタ ン ク に も注入す
る。）

3) 冷却配管のエア抜き を行 う 。

冷却水容量 （L） ： 4.0
推奨冷却水 ： スズキスーパーロングラ イ フ クーラ ン ト
( 青色 )
冷却水仕様
凍結温度 ( ℃ ) ： － 36
冷却水濃度 (％) ： 50

特殊工具/指定材料

指定材料

材料 純正用品 用途

不凍液 スズキスーパーロ ング ラ イ フ クーラ ン ト エンジン冷却システムの不凍効果 と防蝕性を
上げる ための添加剤



エンジンコントロール　1C-1

概要 ........................................................................1C-2
エンジンコントロールシステム構成図................. 1C-3
エンジン制御入出力図............................................. 1C-5

診断 ........................................................................1C-6
エンジンコントロールシステム回路図................. 1C-6
コントローラ端子基準電圧 ( 参考 ) ....................... 1C-7
Suzuki SDT 表示パラメータ

基準値一覧 ( 参考 )............................................... 1C-10
システムレディネステスト................................... 1C-12
ダイアグコード一覧表........................................... 1C-13
フェイルセーフ制御一覧表................................... 1C-16
DTC P0030 ............................................................... 1C-18
DTC P0072 / P0073 .................................................. 1C-20
DTC P0133 ............................................................... 1C-22
DTC P0139 ............................................................... 1C-24
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エンジンコントロール　1C-2
概要
主な変更点は以下のとおりである。

・ エンジンコントロールモジュール（ECM）を変更した。

・ 自己診断機能を強化しJ-OBDⅡに対応した。

・ J-OBDⅡ対応に伴い、外気温センサを採用した。



エンジンコントロール　1C-3
エンジンコントロールシステム構成図

1

2
[B]

6

12

7

16

15

4

5

3

8

21
20

23

24
22

19

1110

[A]

18

[C]

25

13

14

17

9

26



エンジンコントロール　1C-4
[A]: 運転席足元 8. ECM 18. ブレーキブース タ SW

[B]: 車両下側 9. 冷媒圧センサ 19. ノ ッ ク センサ

[C]: AT 仕様 10. 吸気温センサ 20. ヒ ューズボ ッ ク ス No.1

1. ス ト ッ プラ ンプ SW 11. キ ャ ニス タパージ VSV 21. リ レーボ ッ ク ス （A/C コ ンプレ ッ サ リ レー内蔵）

2. 車速センサ 12. 水温センサ 22. メ イ ン リ レー

3. ス ロ ッ ト ルセンサ 13. A/F センサ 23. フ ューエルポンプ リ レー

4. プレ ッ シ ャセンサ 14. リ ヤ O2 センサ 24. ラ ジエータ フ ァ ン リ レー

5. ISC バルブ 15. イ グニ ッ シ ョ ン コ イル 25. ABV-VSV

6. フ ューエルイ ンジェ ク タ 16. ク ラ ン ク角センサ 26. 外気温センサ

7. カム角センサ 17. WGV-VSV
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エンジン制御入出力図
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診断

エンジンコントロールシステム回路図
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コントローラ端子基準電圧(参考)
注意!

 

･ 各電圧を測定する と きは、 「作業上の注意 ・ 電気系」 の注意を必ず守る こ と。 ( 整備編 42-81AH0 SEC 0A
参照 )

 

ア ドバイス

･ 各端子電圧はバッ テ リ電圧に左右されるので、 バッ テ リ電圧が約 12V である こ と を確認する こ と。
 

コ ン ト ローラ端子配列

C32 コネク タ

［A］ : AT 仕様 22. フ ューエルイ ンジェ ク タ No.2 44. ラ イ テ ィ ング SW

1. カム角センサ 23. フ ューエルイ ンジェ ク タ No.3 45. ポジシ ョ ン ラ ンプ

2. ク ラ ン ク角センサ 24. WGV-VSV 46. テールラ ンプ

3. プレ ッ シ ャセンサ 25. ABV-VSV 47. ラ イセン ス ラ ンプ

4. ス ロ ッ ト ルセンサ 26. キ ャニス タパージ VSV 48. ECM

5. 水温センサ 27. ISC バルブ 49. CPU

6. 吸気温センサ 28. ラ ジエータ フ ァ ンモータ 50. バ ッ ク ア ッ プ RAM

7. 冷媒圧センサ 29. ラ ジエータ フ ァ ン リ レー 51. A/F 信号処理回路

8. リ ヤ O2 センサ 30. フ ューエルポンプ リ レー 52. CAN ド ラ イバ

9. A/F センサ 31. フ ューエルポンプ 53. 電源回路

10. シール ド ワ イ ヤ 32. A/C コ ンプレ ッ サ リ レー 54. 各コ ン ト ローラへ

11. ノ ッ ク センサ 33. A/C コ ンプレ ッ サマグネ ッ ト ク ラ ッ チ 55. “IG” ヒ ューズ

12. ス ト ッ プラ ンプ SW 34. IG コ イル No.1 56. “RADIO DOME” ヒ ューズ

13. ジェネレータ 35. IG コ イル No.2 57. A/C SW

14. ス ト ッ プラ ンプ 36. IG コ イル No.3 58. ブロ ワ フ ァ ンモータ

15. ブレーキブース タ SW 37. 車速センサ 59. フ ァ ン調節 SW

16. AT コ ン ト ローラ 38. メ イ ン リ レー 60. 大気圧センサ

17. コ ンビネーシ ョ ン メ ータ 39. A/C エバポレータ温度センサ 61. チェ ッ ク エンジン ラ ンプ

18. DLC コ ネ ク タ 40. メ イ ン ヒ ューズボ ッ ク ス 62. 外気温センサ

19. ABS コ ン ト ローラ 41. ヒ ューズボ ッ ク ス No.1 63. “METER” ヒ ューズ

20. 4WD シフ ト コ ン ト ローラ 42. バ ッ テ リ 64. エンジンアース

21. フ ューエルイ ンジ ェ ク タ No.1 43. IG SW 65. ボデーアース

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

C32E22[A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

［A］ : ECM コネ ク タ ( ［a］ ： 矢視 )

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

1 リ ヤ O2 センサ ヒ ータ BLK/BLU 0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

2 A/F センサ ヒ ータ GRN/YEL 0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

3 フ ューエルイ ンジェ ク
タ No.1

RED/WHT 約 12 IG SW ： ON

0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

4 フ ューエルイ ンジェ ク
タ No.2

RED/GRN 約 12 IG SW ： ON

0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

5 フ ューエルイ ンジェ ク
タ No.3

LT GRN 約 12 IG SW ： ON

0 ～約 12 のパルス※ 1 ア イ ド ル時
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6 ジェネレータ制御信号 BLU/YEL 0 ～約 6 のパルス※ 1 ア イ ド ル時

約 0 IG SW ： ON

7 ク ラ ン ク角センサ信号 BLK/RED 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

8 カム角センサ信号 WHT 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

12 A/F センサ信号 3 WHT 約 3.6 IG SW ： ON

約 2.6 ～ 4.6 で振れる
※ 2

完全暖機後ア イ ド ル時

13 A/F センサ信号 2 GRN 約 3.6 IG SW ： OFF 以外

14 A/F センサ信号 1 RED 約 6 IG SW ： ON

約 4 完全暖機後ア イ ド ル時

15 制御系アース BLK 約 0 常時

18 キ ャ ニス タパージ VSV BLU/RED 約 12 キ ャ ニス タパージ VSV 非作動時 (IG 
SW ： ON)

0 ～約 12 のパルス※ 1 キ ャ ニス タパージ VSV 作動時

19 点火出力信号 1 BRN/BLK 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

20 点火出力信号 2 BRN/WHT 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

21 点火出力信号 3 BRN/YEL 0 ～ 5 のパルス※ 1 エンジン回転中

22 ジェネレータ フ ィ ール
ド モニ タ信号

BLU/WHT 0 ～約 12 のパルス※ 1 ラ イ テ ィ ング SW( スモール )ON 時

28 A/F センサレジス タ YEL 約 0 ～ 5 IG SW ： ON

30 パワー系アース BLK/ORN 約 0 常時

32 A/F センサ ヒ ータ アー
ス

BLK/ORN 約 0 常時

34 ISC バルブ 1 GRY 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON → OFF

35 ISC バルブ 2 GRY/BLU 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON → OFF

36 ス ロ ッ ト ルセンサ信号 LT GRN 約 4.1 IG SW ： ON、 ア ク セル全開時

約 0.8 IG SW ： ON、 ア ク セル全閉時

37 ス ロ ッ ト ルセンサ電源 LT GRN/RED 約 5 IG SW ： ON

38 水温センサ信号 BLK/RED 約 2.5 冷却水温 20 ℃時

約 0.6 冷却水温 80 ℃時

39 プレ ッ シ ャセンサ信号 BLK/YEL 約 2 IG SW ： ON でエンジン停止時

40 プレ ッ シ ャセンサ電源 LT GRN/RED 約 5 IG SW ： ON

41 リ ヤ O2 センサ信号 RED 1.5 ～約 2.5 で振れる※
1

完全暖機後 2,000rpm

42 ノ ッ ク センサ信号 WHT 約 2.5 を中心に振れる ア イ ド ル時

43 A/F センサレジス タ
アース

BLK 約 0 常時

48 パワー系アース BLK/ORN 約 0 常時

49 ISC バルブ 3 GRY/RED 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON → OFF

50 ISC バルブ 4 GRY/BLK 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON → OFF

51 ABV-VSV 信号 GRN 約 12 ABV-VSV 非作動時 （IG SW ： ON）

約 0 ※ 2 ABV-VSV 作動時

52 WGV-VSV 信号 BLU/ORN 約 12 IG SW ： ON

0 ～約 12 のパルス※ 1 ア ク セル全開時

53 吸気温センサ信号 LT GRN/BLK 約 2.5 雰囲気温度 20 ℃時

約 0.6 雰囲気温度 80 ℃時

54 センサ系アース ( ス
ロ ッ ト ルセンサ、 プ
レ ッ シ ャセンサ )

BLK/BLU 約 0 常時

55 リ ヤ O2 センサシール
ド アース

BLK/RED 約 0 常時

56 リ ヤ O2 センサアース GRN 約 1.5 IG SW ： ON

57 ノ ッ ク センサシール ド
アース

BLK/WHT 約 0 常時

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件



エンジンコントロール　1C-9
E22 コネク タ

58 A/F センサシール ド
アース

BLK/YEL 約 0 常時

59 センサ系アース ( 水温セ
ンサ、 吸気温センサ )

BLK/BLU 約 0 常時

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

201 電源
( メ イ ン リ レー経由 )

BLU/BLK 約 12 IG SW ： ON

202 バッ ク ア ッ プ電源 WHT 約 12 常時

203 CAN 通信 HI RED 約 2.5 ～ 3.5 のパルス
※ 1

IG SW ： ON

204 CAN 通信 HI RED 約 2.5 ～ 3.5 のパルス
※ 1

IG SW ： ON

206 イ グニ ッ シ ョ ン SW
状態信号

BLK/WHT 約 12 IG SW ： ON

207 電気負荷信号
（ブロ ワ フ ァ ンモータ）

BLU/ORN 約 12 ブロ ワ フ ァ ン非作動時

4 以上 ブロ ワ フ ァ ン作動時 （1 段、 2 段）

2 以下 ブロ ワ フ ァ ン作動時 （3 段、 4 段）

209 ス ト ッ プラ ンプ SW GRN/WHT 約 12 ブレーキペダル踏込時

210 エンジン回転信号出力 BRN 0 ～約 12 のパルス※ 1 エンジン回転中

213 シ リ アル通信信号出力 BLK/WHT 0 ～約 12 のパルス※ 1 IG SW ： ON

214 アース BLK 約 0 常時

215 A/C コ ンプレ ッ サ リ
レー

BLU/RED 約 12 A/C コ ンプレ ッ サ非作動時

2 以下 A/C コ ンプレ ッ サ作動時

216 電源
( メ イ ン リ レー経由 )

BLU/BLK 約 12 IG SW ： ON

217 メ イ ン リ レー ( コ イル ) BLU 約 2 以下 IG SW ： ON

218 CAN 通信 LO WHT 約 1.5 ～ 2.5 のパルス
※ 1

IG SW ： ON

219 CAN 通信 LO WHT 約 1.5 ～ 2.5 のパルス
※ 1

IG SW ： ON

222 電気負荷信号
（スモールラ ンプ）

RED/YEL 約 0 ラ イ テ ィ ング SW ： OFF

約 12 ラ イ テ ィ ング SW ： TAIL、 HEAD

223 ABS 信号 GRN 約 12 IG SW ： ON

224 ブレーキブース タ SW LT GRN/BLK 約 0 ブレーキブース タ SW ： ON

約 12 ブレーキブース タ SW ： OFF

225 冷媒圧センサ電源 BLU/RED 約 5 IG SW ： ON

231 フ ューエルポンプ リ
レー

WHT/GRN 2 以下※ 2 フ ューエルポンプ作動時

237 外気温センサ信号 WHT/BLU 約 2.6 IG SW ： ON で外気温度 10 ℃時

約 1.8 IG SW ： ON で外気温度 25 ℃時

238 A/C カ ッ ト 信号入力 BLU/RED 約 12 A/C SW ： OFF 及び 2WD ←→ 4WD
切替え

2 以下 A/C SW ： ON(2WD/4WD 切替 SW 非
操作時 )

240 冷媒圧センサ信号 BLU/WHT 約 1.45 IG SW ： ON( 冷媒圧 0.8MPa 時 )

243 チェ ッ ク エンジン
ラ ンプ

PPL/YEL 1 以下 IG SW ： ON( チェ ッ ク エンジン ラ ン
プ点灯時 )

約 12 エンジン回転中 ( チェ ッ ク エンジン
ラ ンプ消灯時 )

244 ラ ジエータ フ ァ ン リ
レー

PNK/BLK 2 以下 ラ ジエータ フ ァ ン作動時

約 12 ラ ジエータ フ ァ ン非作動時 (IG SW ：
ON)

249 車速センサ信号 YEL/GRN 0 ～約 12 のパルス※ 1 走行状態
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注意!
 

･ ※ 1 ： テス タ では正し く 測定できない。 オシロス コープによ り測定する こ と。 ( 概要 ・ 整備追補 No.5 42-
81AN0 SEC 1C 参照 )

･ ※ 2 ： 作動状態は、 オシロス コープによ り確認する こ と。 ( 概要 ・ 整備追補 No.5 42-81AN0 SEC 1C 参照 )

Suzuki SDT表示パラメータ基準値一覧(参考)
注意!

 

･ Suzuki SDT と通信できない場合は、 以下の手順で点検を行う こ と。

a. Suzuki SDT 本体 ( 通信ケーブル )

b. DLC コネク タ電源、 アース

c. CAN 通信システム （いずれかのシステムで CAN 通信バスオフ異常が発生）
 

以下に Suzuki SDT に表示されるパラ メ ータの基準値を参考 と し て示す。

250 A/C エバポレータ温度
センサ信号

WHT/BLK 約 2.6 IG SW ： ON で A/C 吹出口温度 10 ℃
時

約 2.8 IG SW ： ON で A/C 吹出口温度 25 ℃
時

255 センサ系アース ( 冷媒
圧センサ、 A/C エバポ
レータ温度センサ、 外
気温センサ )

BLK/BLU 約 0 常時

端子番号 接続先及び端子名 配線色 基準電圧 (V) 測定条件

パラ メ ータ 基準値 条件

空燃比フ ィ ード バッ ク制御 オープン 1 冷機時のオープンループ制御時

オープン 2 パワー増量時などのオープンループ制御時

オープン 3 A/F センサ、 O2 センサ異常時のオープンループ制御時

ク ローズ フ ィ ード バッ ク制御中

－ データ異常時

空燃比補正率 約－ 20 ～ 20％ 完全暖機後ア イ ド ル時

空燃比学習補正率 約－ 20 ～ 20％ 完全暖機後ア イ ド ル時

空燃比補正率モニ タ 約－ 30 ～ 30％ 完全暖機後ア イ ド ル時

燃料噴射時間 約 1.5 ～ 3.5msec 完全暖機後ア イ ド ル時

点火時期 5 ± 3°BTDC イ ニシ ャル点火時期固定時

エンジン負荷 約 10 ～ 25％ 完全暖機後ア イ ド ル時

約 10 ～ 25％ 2,500rpm 時

エンジン回転速度 約 850 ～ 950rpm 完全暖機後ア イ ド ル時 ( ニュー ト ラル、 N レ ンジ )、 ラ ジ
エータ フ ァ ン停止、 電装品全て OFF

目標ア イ ド ル回転速度 約 900rpm 完全暖機後ア イ ド ル時 ( ニュー ト ラル、 N レ ンジ )、 ラ ジ
エータ フ ァ ン停止、 電装品全て OFF

車速 ス ピード メ ータ と ほぼ
同一値

走行時の メ ータ表示値と比較する

吸気管絶対圧 約 101kPa IG SW: ON( 高度 0m 時 )

約 25 ～ 45kPa 完全暖機後ア イ ド ル時

約 45 ～ 65kPa 60km/h 走行時

冷却水温 約 80 ～ 100 ℃ 完全暖機後

吸気温 測定温度 と ほぼ同一値 吸入空気温を測定し比較する

大気圧 約 101kPa 高度 0m(101.3kPa)

約 94kPa 高度 600m

約 88kPa 高度 1,200m

EVAP キ ャ ニス タパージ duty
比

0％ 完全暖機後ア イ ド ル時

0 ～ 100％ 完全暖気後キ ャ ニス タパージバルブ作動時

ウエス ト ゲー ト バルブ開度 0％ 完全暖機後ア イ ド ル時

0 ～ 100％ 完全暖気後ターボチャージ ャ作動時



エンジンコントロール　1C-11
補足
※ ： 冷媒圧力は、 気温及び湿度によ り異なる為、 冷房性能表を参照し点検を行う。

ISC バルブ開度 約 5 ～ 30％ 完全暖機後無負荷ア イ ド ル時

約 20 ～ 60％ 完全暖機後ア イ ド ル時 (A/C ス イ ッチ ON)

ス ロ ッ ト ルセンサ 約 0.8V エンジン停止、 ア ク セルペダル非踏込み時

約 4.1V エンジン停止、 ア ク セルペダル踏込み時

ス ロ ッ ト ル開度 約 0％ エンジン停止、 ア ク セルペダル非踏込み時

約 100％ エンジン停止、 ア ク セルペダル踏込み時

O2 センサ 約 0 ～ 1.0V 完全暖機後走行時 ( 始動後 4 分間以上経過 )

A/F センサ電流 約－ 0.1 ～ 0.1mA 完全暖機後 2 分間ア イ ド ル時

バッ テ リ 電圧 約 13 ～ 15V ア イ ド ル時

冷媒圧力※ 約 1,100 ～ 1,400kPa コ ンプレ ッ サ ON、 外気温 25 ℃時、 湿度 30 ～ 70％時

ジェネレータ制御デューテ ィ
比

約 40 ～ 100％ 完全暖機後ア イ ド ル時

ジェネレータ フ ィ ール ド
デューテ ィ 比

約 30 ～ 90％ 完全暖機後ア イ ド ル時

外気温 測定温度と ほぼ同一値 外気温度を測定し比較する

ラ ジエータ フ ァ ン ON ラ ジエータ フ ァ ン作動時

OFF 上記以外

A/C コ ンプレ ッ サク ラ ッチ ON A/C コ ンプレ ッ サク ラ ッチ ON 時

OFF 上記以外

フ ューエルポンプ ON フ ューエルポンプ作動時

OFF 上記以外

ABV-VSV ON エアバイパスバルブ VSV ： ON

OFF 上記以外

A/C ス イ ッチ ON A/C ス イ ッチ ON 時

OFF 上記以外

ブロ ワ フ ァ ン負荷信号 ON フ ァ ン調整 SW ： 3 段以上

OFF 上記以外

ブレーキブース タ負圧状態 規定上 ア イ ド ル時

規定下 エンジン停止でブレーキペダルを数回踏み込み時

ス ト ッ プラ ンプス イ ッチ ON ブレーキペダル踏込み時

OFF ブレーキペダル非踏込み時

電気負荷 ON ラ イ テ ィ ング SW ： TAIL、 HEAD

OFF 上記以外

D レ ンジ信号 D レ ンジ 下記以外

P/N レ ンジ P 及び N レ ンジ時

フ ューエルカ ッ ト ON 完全暖機後 2,000rpm 以上でス ロ ッ ト ル全閉時

OFF 完全暖機後ア イ ド ル時

ア イ ド ルス イ ッ チ ON ア ク セルペダル非踏込み時

OFF ア ク セルペダル踏込み時

O2 センサ活性判定 活性 完全暖機後ア イ ド ル時 ( 始動後 4 分間以上経過 )

不活性 冷機時及び リ ヤ O2 センサ故障時

A/F センサ活性判定 活性 完全暖機後ア イ ド ル時 ( 始動後 4 分間以上経過 )

不活性 冷機時及び A/F センサ故障時

パラ メ ータ 基準値 条件
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システムレディネステスト

システム レデ ィ ネステス ト は、 主な排出ガス関連シス
テムのダ イ アグ ノ ーシスが ECM によ って完了し ている
かど う かを故障診断機 (Suzuki SDT 又は法規対応故障診
断機 ) によ って確認する ための機能であ る。
ECM は、 システムご と に設定された条件が満た される
と、 当該システムのセルフダ イ アグ ノ ーシス を実行し、
システム レデ ィ ネステス ト 内の当該システムのステー
タ ス を “未完了” から “完了” にする。 ステータ スが、
“完了” にな る と、 故障診断機によ り “DTC の消去” を
実行する まで “完了” のステータ スは維持される。

注意!

以下の作業を行った場合、 システムレデ ィ ネステス
ト のステータ スは “未完了” と なる可能性があるの
で注意する こ と。

･ バッ テ リのマイナス端子の取り外し

･ ECM のコネク タの取り外し

･ ECM のアースの取り外し

･ “RADIO DOME” ヒ ューズ又は “LAMP” ヒ ューズ
の取り外し

 

ア ドバイス

･ システムレデ ィ ネステス ト を活用する こ とによ
り、 システムレデ ィ ネステス ト に関連し た DTC
の再現手順の “完了” 又は “未完了” を確認する
こ とが可能である。

･ システムレデ ィ ネステス ト は、 システムご とのセ
ルフダイアグ ノ ーシスの “完了” 又は “未完了”
を表示する機能であ り、 セルフダイアグ ノ ーシス
の結果である “正常” 又は “異常” を表示する機
能ではない。

システムレデ ィ ネステス ト 項目一覧
項目 関連 DTC

触媒モニ タ P0420

A/F センサモニ タ P0133

O2 センサモニ タ P0139
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ダイアグコード一覧表

ダイアグ
コー ド

診断項目 診断内容 D/C ※ 1 ウォー
ニング

P0030 A/F センサ ヒ ータ系統異常 ヒ ータ非制御時、 C32-2 端子電圧が一定時間以上診断上限
電圧以上又は診断下限電圧以下 と なった。

2 ○

ヒ ータ制御時、 C32-2 端子電流が一定時間以上診断上限電
流以上又は診断下限電流以下と なった。

P0033 エアバイパスバルブ回路異常 VSV 非制御時、 C32-51 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

2 ○

P0036 O2 センサ ヒ ータ系統異常 ヒ ータ非制御時、 C32-1 端子電圧が一定時間以上診断上限
電圧以上又は診断下限電圧以下 と なった。

2 ○

ヒ ータ制御時、 C32-1 端子電流が一定時間以上診断上限電
流以上又は診断下限電流以下と なった。

P0045 ウエス ト ゲー ト VSV 回路異
常

VSV 非制御時、 C32-52 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

2 ○

P0072 外気温センサ低電圧故障 E22-237 端子電圧が 5 秒以上 0.151V 以下 と なった。 2 ○

P0073 外気温センサ高電圧故障 E22-237 端子電圧が 5 秒以上 4.692V 以上 と なった。 2 ○

P0107 プレ ッ シ ャセンサ系統 Low 異
常

C32-39 端子電圧が 5 秒以上 0.18V 以下と なった。 1 ○

P0108 プレ ッ シ ャセンサ系統 High
異常

C32-39 端子電圧が 5 秒以上 4.82V 以上と なった。 1 ○

P0112 吸気温センサ系統 Low 異常 C32-53 端子電圧が 5 秒以上 0.10V 以下と なった。 1 ○

P0113 吸気温センサ系統 High 異常 C32-53 端子電圧が 5 秒以上 4.59V 以上と なった。 1 ○

P0117 水温センサ系統 Low 異常 C32-38 端子電圧が 5 秒以上 0.18V 以下と なった。 1 ○

P0118 水温センサ系統 High 異常 C32-38 端子電圧が 5 秒以上 4.63V 以上と なった。 1 ○

P0122 ス ロ ッ ト ルセンサ系統 Low 異
常

C32-36 端子電圧が 5 秒以上 0.25V 以下と なった。 1 ○

P0123 ス ロ ッ ト ルセンサ系統 High
異常

C32-36 端子電圧が 5 秒以上 4.73V 以上と なった。 1 ○

P0130 A/F センサ系統異常 規定条件下で 30 秒以上 A/F センサ不活性状態 と なった。 2 ○

規定条件下で A/F センサ配線の異常 ( 断線、 地絡又は天
絡 ) と なった。

P0133 A/F センサ応答性異常 A/F センサ出力信号の応答速度が規定値以下 と なった。 2 ○

P0137 O2 センサ系統 Low 異常 C32-41 端子電圧が 5 秒以上 1.0V 以下 と なった。 又は
C32-56 端子電圧が 5 秒以上 1.25V 以下又は 1.76V 以上と
なった。

2 ○

P0138 O2 センサ系統 High 異常 C32-41 端子電圧が 5 秒以上 3.88V 以上と なった。 2 ○

P0139 O2 センサ応答性異常 O2 センサ出力信号の応答速度が規定値以下と なった。 2 ○

P0171 空燃比 リ ーン異常 空燃 ト ータル補正量 ( 空燃比フ ィ ード バッ ク補正値＋空燃
比学習補正値 ) が一定時間以上規定値以上 と なった。

2 ○

P0172 空燃比 リ ッ チ異常 空燃 ト ータル補正量 ( 空燃比フ ィ ード バッ ク補正値＋空燃
比学習補正値 ) が一定時間以上規定値以下 と なった。

2 ○

P0300 複数シ リ ンダ失火 下記のいずれかの条件を満たす時、 DTC は検出される。

･ エンジンが 200 回転する間、 2 気筒以上に失火状態が検
出された。 ( チェ ッ ク エンジン ラ ンプ点滅 )

･ エンジンが 1,000 回転する間、 2 気筒以上に失火状態が
検出された。

2 ○

P0301 No.1 シ リ ンダ失火 下記のいずれかの条件を満たす時、 DTC は検出される。

･ エンジンが 200 回転する間、 失火状態が検出された。 (
チェ ッ ク エンジン ラ ンプ点滅 )

･ エンジンが 1,000 回転する間、 失火状態が検出された。

2 ○

P0302 No.2 シ リ ンダ失火 2 ○

P0303 No.3 シ リ ンダ失火 2 ○

P0327 ノ ッ ク センサ系統 Low 異常 C32-42 端子電圧が 5 秒以上 0.90V 以下と なった。 1 ○

P0328 ノ ッ ク センサ系統 High 異常 C32-42 端子電圧が 5 秒以上 3.98V 以上と なった。 1 ○

P0335 ク ラ ン ク角センサ系統異常 カム角信号が入力されているにも関わらず、 ク ラ ン ク角信
号が一定時間以上入力されなかった。

1 ○

P0336 ク ラ ン ク角センサ信号異常 ク ラ ン ク角信号の異常が規定回数以上 と なった。 1 ○
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補足

･ ※ 1 ： D/C( ド ラ イ ビングサイ クル ) とはエンジンを始動し てから イグニ ッ シ ョ ン SW を OFF するまでの間のこ と。

P0340 カム角センサ系統異常 ク ラ ン ク角信号が入力されているに も関わらず、 カム角信
号が一定時間以上入力されなかった。

1 ○

P0341 カム角センサ信号異常 カム角信号の異常が規定回数以上 と なった。 1 ○

P0351 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.1 1
次コ イル系統異常

点火信号を出力し ているにもかかわらず、 点火コ イルに通
電されない状態が一定時間以上継続し た。

1 ○

P0352 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.2 1
次コ イル系統異常

1 ○

P0353 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.3 1
次コ イル系統異常

1 ○

P0420 触媒劣化 完全暖機後、 走行時の A/F センサ出力信号の変化値に対
し て リ ヤ O2 センサ出力信号の変化値が基準値以上と なっ
た。

2 ○

P0443 キ ャニス タパージ VSV 系統
異常

VSV 非制御時、 C32-18 端子電圧が 5 秒以上 LO 状態 (ON
レベル ) と なった。

2 ○

P0480 ラ ジエータ フ ァ ン リ レー系統
異常

ラ ジエータ フ ァ ン非制御中、 E22-244 端子電圧が 5 秒以上
LO 状態 (ON レベル ) と なった。

1 ×

P0500 車速センサ系統異常 フ ューエルカ ッ ト 実行中、 E22-249 端子に 5 秒以上信号が
入力されない。

1 〇

P0505 ISC バルブ系統異常 IG SW: ON 時、 C32-34、 C32-35 端子電圧が共に 5 秒以上
LO 状態 (ON レベル ) と なった。 又は C32-49、 C32-50 端
子電圧が共に 5 秒以上 LO 状態 (ON レベル ) と なった。

1 〇

P0532 冷媒圧センサ系統 Low 異常 E22-240 端子電圧が 5 秒以上 0.15V 以下 と なった。 1 ×

P0533 冷媒圧センサ系統 High 異常 E22-240 端子電圧が 5 秒以上 4.93V 以上 と なった。 1 ×

P0557 ブレーキブース タ ス イ ッ チ系
統 Low 異常

イ ンテーク マニホール ド負圧が規定圧以上に もかかわらず
ブレーキブース タ SW ON の状態が一定時間以上連続し
た。

1 ×

P0558 ブレーキブース タ ス イ ッ チ系
統 High 異常

イ ンテーク マニホール ド負圧が規定圧以下に もかかわらず
ブレーキブース タ SW OFF の状態が一定時間以上連続し
た。

1 ×

P0560 バッ ク ア ッ プ電源系統異常 E22-202 端子電圧が 5V 以下 と なった。 1 ○

P0601 ECM 内部異常 ( メ モ リ エ ラー
)

ECM 内部異常 ( メ モ リ エラー ) 1 ○

P0602 ECM 内部異常 ( プロ グ ラ ムエ
ラー )

ECM 内部異常 ( プロ グ ラ ムエ ラー ) 1 ×

P0620 ジェネレータ制御信号系統異
常

ジェネレータ制御時、 以下の状態が一定時間以上継続し
た。

･ バッ テ リ 電圧＞ 13.48V

･ ジェネレータ制御信号＜ 89.8％

･ フ ィ ール ド モニ タ信号＞ジェネレータ制御信号＋ 10.2
％

1 ×

P0622 ジェネレータ フ ィ ール ド モニ
タ信号系統異常

ジェネレータ制御時、 5 秒以上フ ィ ール ド モニ タ信号が 0
％と なった。

1 ×

P1570 ABS 信号異常 ABS 作動信号回路からの信号が一定時間以上入力されな
かった。

2 ×

P1638 アース回路異常※ 2 E22-214 端子のアース回路異常を検出し た。 1 ×

P2228 大気圧センサ系統 Low 異常 ECM 内部異常 ( 大気圧センサ不良 ) 1 ○

P2229 大気圧センサ系統 High 異常 ECM 内部異常 ( 大気圧センサ不良 ) 1 ○

P2627 A/F センサ調整抵抗 Low 異常 C32-28 端子電圧が 5 秒以上 0.29V 以下と なった。 2 ○

P2628 A/F センサ調整抵抗 High 異
常

C32-28 端子電圧が 5 秒以上 4.69V 以上と なった。 2 ○

U0073 CAN 通信バスオフ異常 CAN 通信情報を送受信でき ない。 1 ×

U0101 CAN 通信受信異常 （AT/
CVT）

AT コ ン ト ローラからの CAN 通信情報が受信でき ない。 1 ○

ダイアグ
コー ド

診断項目 診断内容 D/C ※ 1 ウォー
ニング
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－1D/C ： 1D/C 中に異常を検出し た場合に故障を確定し、 チ ェ ッ ク エンジン ラ ンプを点灯させる。

－2D/C ： 1D/C 中に異常を検出し た場合、 ECM に故障コー ド ( 未確定 ) を記憶し、 連続し た次の D/C も同じ故障
コー ド を検出し た場合に故障を確定し、 チ ェ ッ ク エンジン ラ ンプを点灯させる。

･ ※ 2 ： 「P1638 ： アース回路異常」 は故障コー ド を記憶し ないため、 現在故障のみ表示する。
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フェイルセーフ制御一覧表

ダイアグ
コー ド

診断項目 フ ェ イルセーフ制御

P0030 A/F センサ ヒ ータ系統異常 ･ 空燃比フ ィ ード バッ ク停止

P0033 エアバイパスバルブ回路異常 —
P0036 O2 センサ ヒ ータ系統異常 ･ リ ヤ O2 センサ制御停止

P0045 ウエス ト ゲー ト VSV 回路異常 —
P0072 外気温センサ低電圧故障 —
P0073 外気温センサ高電圧故障 —
P0107 プレ ッ シ ャセンサ系統 Low 異常 ･ ス ロ ッ ト ルバルブ開度と エンジン回転速度から吸気管

圧力値を推定P0108 プレ ッ シ ャセンサ系統 High 異常

P0112 吸気温センサ系統 Low 異常 ･ 吸気温を 45 ℃ と し て制御

P0113 吸気温センサ系統 High 異常

P0117 水温センサ系統 Low 異常 ･ 水温を 83 ℃と し て制御

P0118 水温センサ系統 High 異常

P0122 ス ロ ッ ト ルセンサ系統 Low 異常 ･ ISC フ ィ ード バッ ク停止

P0123 ス ロ ッ ト ルセンサ系統 High 異常

P0130 A/F センサ系統異常 ･ 空燃比フ ィ ード バッ ク停止

P0133 A/F センサ応答性異常 —
P0137 O2 センサ系統 Low 異常 ･ C32-56 端子のオフセ ッ ト 電圧を遮断

･ リ ヤ O2 センサ制御停止

P0138 O2 センサ系統 High 異常 ･ リ ヤ O2 センサ制御停止

P0139 O2 センサ応答性異常 —
P0171 空燃比 リ ーン異常 —
P0172 空燃比 リ ッ チ異常 —
P0300 複数シ リ ンダ失火 —
P0301 No.1 シ リ ンダ失火 ･ 異常発生気筒の燃料噴射を禁止

･ 空燃比フ ィ ード バッ ク停止

･ エンジン回転速度 3250 rpm 以上でフ ューエルカ ッ ト

･ ISC フ ィ ード バッ ク停止

･ ア イ ド ルア ッ プ

･ A/C コ ンプレ ッ サ停止

P0302 No.2 シ リ ンダ失火

P0303 No.3 シ リ ンダ失火

P0327 ノ ッ ク センサ系統 Low 異常 ･ ノ ッ ク制御停止

P0328 ノ ッ ク センサ系統 High 異常

P0335 ク ラ ン ク角センサ系統異常 —
P0336 ク ラ ン ク角センサ信号異常 ･ エンジン回転速度 2,500rpm でフ ューエルカ ッ ト

P0340 カム角センサ系統異常 —
P0341 カム角センサ信号異常 —
P0351 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.1 1 次コ イル系統異

常
･ 異常発生気筒の燃料噴射を禁止

･ 空燃比フ ィ ード バッ ク停止

･ エンジン回転速度 3250 rpm 以上でフ ューエルカ ッ ト

･ ISC フ ィ ード バッ ク停止

･ ア イ ド ルア ッ プ

･ A/C コ ンプレ ッ サ停止

P0352 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.2 1 次コ イル系統異
常

P0353 イ グニ ッ シ ョ ン コ イル No.3 1 次コ イル系統異
常

P0420 触媒劣化 —
P0443 キ ャニス タパージ VSV 系統異常 —
P0480 ラ ジエータ フ ァ ン リ レー系統異常 —
P0500 車速センサ系統異常 —
P0505 ISC バルブ系統異常 ･ ISC フ ィ ード バッ ク停止

P0532 冷媒圧センサ系統 Low 異常 ･ A/C コ ンプレ ッ サ停止

P0533 冷媒圧センサ系統 High 異常

P0557 ブレーキブース タ ス イ ッ チ系統 Low 異常 —
P0558 ブレーキブース タ ス イ ッ チ系統 High 異常 —
P0560 バッ ク ア ッ プ電源系統異常 —



エンジンコントロール　1C-17
P0601 ECM 内部異常 ( メ モ リ エラー ) —
P0602 ECM 内部異常 ( プロ グ ラ ムエ ラー ) —
P0620 ジェネレータ制御信号系統異常 ･ ア イ ド ルア ッ プ

･ ジェネレータ制御停止P0622 ジェネレータ フ ィ ール ド モニ タ信号系統異常

P1570 ABS 信号異常 —
P1638 アース回路異常 ･ フ ューエルイ ンジェ ク タの駆動禁止

･ イ グニ ッ シ ョ ン コ イルの駆動禁止

P2228 大気圧センサ系統 Low 異常 ･ 大気圧を 101kPa と し て制御

P2229 大気圧センサ系統 High 異常

P2627 A/F センサ調整抵抗 Low 異常 —
P2628 A/F センサ調整抵抗 High 異常 —
U0073 CAN 通信バスオフ異常 —
U0101 CAN 通信受信異常 （AT/CVT） —

ダイアグ
コー ド

診断項目 フ ェ イルセーフ制御



エンジンコントロール　1C-18
DTC P0030
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) エンジンを始動し、 完全暖機状態にする。

2) 1 分間ア イ ド ル運転する。

診断内容 推定不具合箇所

P0030: A/F センサヒータ系統異常

･ ヒ ータ非制御時、 A/F センサ ヒ ータ駆動回路の電圧が
一定時間以上診断上限電圧以上又は診断下限電圧以下
と なった。

･ ヒ ータ制御時、 A/F センサ ヒ ータ駆動回路の電流が一
定時間以上診断上限電流以上又は診断下限電流以下 と
なった。
(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク )

･ A/F センサ ヒ ータ配線 / コネ ク タ

･ A/F センサ ヒ ータ (A/F センサ )

･ ECM

2

4

1

WHT

YEL

BLK

BLK/YEL

RED

BLK/ORN

GRN

C32-14

C32-13

C32-12

C32-28

C32-43

C32-58

C47-7

C47-5

C47-6

C47-1

C47-2

C32-32

5V

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

C32E22[A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245
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3
+B

A1

GRN/YEL

BLU/BLK

C32-2

C47-4

C47-3

B1

B2

B3

C1

C2

A2

[A]: ECM コネ ク タ ( 矢視 : [a]) B2: A/F センサ信号線 2 1. A/F センサ

A1: A/F センサ ヒ ータ電源線 B3: A/F センサ信号線 3 2. シール ド ワ イ ヤ

A2: A/F センサ ヒ ータ駆動線 C1: A/F センサ調整抵抗信号線 3. ECM

B1: A/F センサ信号線 1 C2: A/F センサ調整抵抗アース線 4. A/F 信号処理回路



エンジンコントロール　1C-19
故障診断

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 A/F センサヒータ電源線点検

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を OFF にし て、 A/F センサのコネ
ク タ を外す。

2) A/F センサコネ ク タの端子接続状態を確認する。

3) 端子接続状態が良好な ら、 イ グニ ッ シ ョ ン SW を ON に
する。

4) A/F センサ ヒ ータ電源線 (A1) がバッ テ リ 電圧であ る こ
と を確認する。

点検結果は良好か？

Step 2 へ。 不具合のあ る部品又は
配線を修理又は交換す
る。

2 A/F センサヒータ駆動線点検

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を OFF にし て、 ECM のコネ ク タ を
外す。

2) ECM コネ ク タの端子接続状態を確認する。

3) 端子接続状態が良好な ら、 A/F センサ ヒ ータ駆動線
(A2) が下記であ る こ と を点検する。

･ A/F センサ ヒ ータ駆動線の配線抵抗が 3 Ω 以下であ
る。

･ A/F センサ ヒ ータ駆動線～ボデーアース間の絶縁抵
抗が無限大であ る。

･ A/F センサコネ ク タの A/F センサ ヒ ータ駆動線端子
～それ以外の端子間の絶縁抵抗が無限大であ る。

･ イ グニ ッ シ ョ ン SW ON 時、 A/F センサ ヒ ータ駆動線
の電圧が 0 ～ 1 V であ る。

点検結果は良好か？

Step 3 へ。 不具合のあ る配線を修
理又は交換する。

3 A/F センサヒータ単体点検

1) A/F センサ ヒ ータ を点検する。 ( 概要 ・ 整備追補 No.5 
42-81AN0 SEC 1C 参照）

点検結果は良好か？

ECM を交換し て再度点
検する。

A/F センサを交換する。



エンジンコントロール　1C-20
DTC P0072 / P0073
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

1) エンジンを始動する。

2) 車速 30 km/h 以上で 1 分間走行する。

診断内容 推定不具合箇所

P0072: 外気温センサ低電圧故障
E22-237 端子電圧が 5 秒以上 0.151 V 以下と なった。
(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク )

･ 外気温センサ配線 / コネ ク タ

･ 外気温センサ

･ ECM
P0073: 外気温センサ高電圧故障
E22-237 端子電圧が 5 秒以上 4.692 V 以上と なった。
(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク )

2

1
5V

WHT/BLK

BLK/BLU

E22-237

E22-255

A1

A2

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

C32E22[A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

[A]: ECM コネ ク タ ( 矢視 : [a]) A2: 外気温センサアース線 2. ECM

A1: 外気温センサ信号線 1. 外気温センサ



エンジンコントロール　1C-21
故障診断

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 外気温センサ信号線及び外気温センサアース線点検

1) イ グニ ッ シ ョ ン SW を OFF にし て、 外気温センサ及び
ECM のコネ ク タ を外す。

2) 外気温センサコネ ク タ及び ECM コネ ク タの端子接続状
態を点検する。

3) 端子接続状態が良好な ら、 外気温センサ信号線 (A1) 及
び外気温センサアース線 (A2) が下記であ る こ と を点検
する。

･ 外気温センサ信号線及び外気温センサアース線の配
線抵抗が 3 Ω 以下であ る。

･ 外気温センサ信号線～ボデーアース間の絶縁抵抗が
無限大であ る。

･ 外気温センサコネ ク タの外気温センサ信号線端子～
外気温センサアース線端子の端子間の絶縁抵抗が無
限大であ る。

･ イ グニ ッ シ ョ ン SW ON 時、 外気温センサ信号線及び
外気温センサアース線の回路電源が 0 ～ 1 V であ る。

点検結果は OK か？

Step 2 へ。 不具合のあ る配線を修
理又は交換する。

2 外気温センサ単体点検

1) 外気温センサを点検する。 (1C-30 参照）

点検結果は OK か？

ECM を交換し て再度点
検する。

外気温センサを交換す
る。



エンジンコントロール　1C-22
DTC P0133
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

警告!

･ 走行テス ト は他の車両などが走っ ていない場所、 又は交通事故の起こ る可能性が少ない場所を選び、 テス
ト 中に事故が起こ ら ないよ う注意し ながら慎重に行 う こ と。

･ 走行テス ト は必ず平坦な道路で運転者と試験者 2 名で行う こ と。
 

診断内容 推定不具合箇所

P0133: A/F センサ応答性異常
A/F センサ出力信号の応答速度が規定値以下 と なった。
(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク )

･ A/F センサ配線 / コネ ク タ

･ A/F センサ

･ 吸気系統

･ 排気系統

･ 点火系統

･ 燃料系統

･ キ ャ ニス タ系統

･ エンジン メ カニカル系統

･ ECM
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WHT

YEL

BLK

BLK/YEL

RED

BLK/ORN

GRN

C32-14

C32-13
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A1

GRN/YEL

BLU/BLK

C32-2

C47-4

C47-3

B1

B2

B3

C1

C2

A2

[A]: ECM コネ ク タ ( 矢視 : [a]) B2: A/F センサ信号線 2 1. A/F センサ

A1: A/F センサ ヒ ータ電源線 B3: A/F センサ信号線 3 2. シール ド ワ イ ヤ

A2: A/F センサ ヒ ータ駆動線 C1: A/F センサ調整抵抗信号線 3. ECM

B1: A/F センサ信号線 1 C2: A/F センサ調整抵抗アース線 4. A/F 信号処理回路



エンジンコントロール　1C-23
注意!

再現手順中に他の DTC を先に検出し た場合は、 他の DTC の故障診断を優先し て行う こ と。

前提条件 ：
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ ガス欠又はガス欠に近い状態でない ( フ ューエルタ ン ク に 1/3 以上燃料が入っている ) こ と。 又、 粗悪燃料の混入
が疑われる場合は、 正常な燃料と入れ替え る こ と。

1) エンジンを始動し、 完全暖機状態にする。

2) 5 分間 50 ～ 80 km/h の速度で走行する。 ( 走行中はア ク セル開度を一定に保つこ と )

3) ア ク セルペダルを放し 10 秒以上エンジンブレーキ ( フ ューエルカ ッ ト ) によ り 減速する。

4) 車両を停止し、 5 分間ア イ ド ル運転をする。

故障診断

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 DTC 点検

P0133 以外の DTC を検出し ているか ?

検出し ている DTC につ
いて故障診断を行 う 。

Step 2 へ。

2 排気系統及び吸気系統点検

1) 排気系統及び吸気系統に詰ま り 及び漏れがないか点検
する。

点検結果は良好か ?

Step 3 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

3 点火系統点検

1) 点火系統を点検する。

点検結果は良好か ?

Step 4 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

4 エンジン メ カニカル系統点検

1) 以下の項目を点検する。

･ 圧縮圧力 （整備編 42-81AH0 SEC 1A 参照）

･ バルブ ク リ ア ラ ン ス （概要 ・ 整備追補 No.4 42-
81AM0 SEC 1A 参照）

･ バルブタ イ ミ ング （整備編 42-81AH0 SEC 1A 参照）

点検結果は良好か ?

Step 5 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

5 キャニス タ系統点検

1) 以下の項目を点検する。

･ キ ャ ニス タパージ VSV システム （概要 ・ 整備追補
No.5 42-81AN0 SEC 1C 参照）

･ キ ャ ニス タ （整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照）

･ PCV バルブ （整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照）

点検結果は良好か ?

Step 6 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

6 燃料系統点検

1) 燃料系統を点検する。

点検結果は良好か ?

Step 7 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

7 DTC 再点検

1) A/F センサを交換する。 ( 概要 ・ 整備追補 No.5 42-
81AN0 SEC 1C 参照 )

2) “DTC 再現手順” を行い、 DTC を点検する。

DTC P0130 を再度検出するか ?

ECM を交換し て再度点
検する。

診断完了。



エンジンコントロール　1C-24
DTC P0139
診断内容 / 推定不具合箇所

回路図

DTC 再現手順

警告!

･ 走行テス ト は他の車両などが走っ ていない場所、 又は交通事故の起こ る可能性が少ない場所を選び、 テス
ト 中に事故が起こ ら ないよ う注意し ながら慎重に行 う こ と。

･ 走行テス ト は必ず平坦な道路で運転者と試験者 2 名で行う こ と。
 

注意!

再現手順中に他の DTC を先に検出し た場合は、 他の DTC の故障診断を優先し て行う こ と。
 

診断内容 推定不具合箇所

P0139: O2 センサ応答性異常
リ ヤ O2 センサ出力信号の応答速度が規定値以下と なっ
た。
(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク )

･ リ ヤ O2 センサ配線 / コネ ク タ

･ リ ヤ O2 センサ

･ 吸気系統

･ 排気系統

･ 点火系統

･ 燃料系統

･ キ ャ ニス タ系統

･ エンジン メ カニカル系統

･ ECM

3

1

2
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BLK/RED
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BLK/BLU

[A]: ECM コネ ク タ ([a] ： 矢視 ) 2. シール ド ワ イ ヤ

1. リ ヤ O2 センサ 3. ECM



エンジンコントロール　1C-25
前提条件 ：
以下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ ガス欠又はガス欠に近い状態でない ( フ ューエルタ ン ク に 1/3 以上燃料が入っている ) こ と。 又、 粗悪燃料の混入
が疑われる場合は、 正常な燃料と入れ替え る こ と。

1) エンジンを始動し、 完全暖機状態にする。

2) 10 分間ア イ ド ル運転をする。

3) 1 分間以上 60 km/h の速度で走行する。

4) ア ク セルペダルを放し、 10 秒以上エンジンブレーキ ( フ ューエルカ ッ ト ) によ り 減速する。

故障診断

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 DTC 点検

P0139 以外の DTC を検出し ているか ?

検出し ている DTC につ
いて故障診断を行 う 。

Step 2 へ。

2 排気系統及び吸気系統点検

1) 排気系統及び吸気系統に詰ま り 及び漏れがないか点検
する。

点検結果は良好か ?

Step 3 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

3 点火系統点検

1) 点火系統を点検する。

点検結果は良好か ?

Step 4 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

4 エンジン メ カニカル系統点検

1) 以下の項目を点検する。

･ 圧縮圧力 （整備編 42-81AH0 SEC 1A 参照）

･ バルブ ク リ ア ラ ン ス （概要 ・ 整備追補 No.4 42-
81AM0 SEC 1A 参照）

･ バルブタ イ ミ ング （整備編 42-81AH0 SEC 1A 参照）

点検結果は良好か ?

Step 5 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

5 キャニス タ系統点検

1) 以下の項目を点検する。

･ キ ャ ニス タパージ VSV システム （概要 ・ 整備追補
No.5 42-81AN0 SEC 1C 参照）

･ キ ャ ニス タ （整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照）

･ PCV バルブ （整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照）

点検結果は良好か ?

Step 6 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

6 燃料系統点検

1) 燃料系統を点検する。

点検結果は良好か ?

Step 7 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

7 DTC 再点検

1) リ ヤ O2 センサを交換する。 （概要 ・ 整備追補 No.5 42-
81AN0 SEC 1C 参照）

2) “DTC 再現手順” を行い、 DTC を点検する。

DTC P0139 を再度検出するか ?

ECM を交換し て再度点
検する。

診断完了。
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DTC P0300 / P0301 / P0302 / P0303
診断内容 / 推定不具合箇所

システム概要
ECM はク ラ ン ク角センサ信号及びカム角センサ信号によ り ク ラ ン ク シ ャ フ ト の回転速度を検出し ている。 ク ラ ン ク
シ ャ フ ト の回転速度に基準値以上のばらつき を検出し た場合に失火状態であ る と判定する。

DTC 再現手順

警告!

･ 走行テス ト は他の車両などが走っ ていない場所、 又は交通事故の起こ る可能性が少ない場所を選び、 テス
ト 中に事故が起こ ら ないよ う注意し ながら慎重に行 う こ と。

･ 走行テス ト は必ず平坦な道路で運転者と試験者 2 名で行う こ と。
 

注意!

再現手順中に他の DTC を先に検出し た場合は、 他の DTC の故障診断を優先し て行う こ と。
 

前提条件 ：
下の状態で再現手順を実行する こ と。

･ ガス欠又はガス欠に近い状態でない ( フ ューエルタ ン ク に 1/3 以上燃料が入っている ) こ と。 又、 粗悪燃料の混入
が疑われる場合は、 正常な燃料と入れ替え る こ と。

1) DTC 検出時のフ リ ーズフ レームデータ を転記又はプ リ ン ト ア ウ ト する。

2) エンジンを始動し、 完全暖機状態にする。

3) フ リ ーズフ レームデータの走行状態で 1 分以上走行する。

故障診断

注意!

失火検出されないシ リ ンダについても点検を実施する こ と。

診断内容 推定不具合箇所

DTC P0300: 複数シ リ ンダ失火
下記のいずれかの条件を満たす時、 DTC は検出される。

･ エンジンが 200 回転する間、 2 気筒以上に失火状態が
検出された。 ( チェ ッ ク エンジン ラ ンプ点滅 )

･ エンジンが 1,000 回転する間、 2 気筒以上に失火状態
が検出された。

(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク )

･ 吸気系統

･ 排気系統

･ 点火系統

･ 燃料系統

･ キ ャ ニス タ系統

･ エンジン メ カニカル系統

･ ECMDTC P0301: No.1 シ リ ンダ失火
DTC P0302: No.2 シ リ ンダ失火
DTC P0303: No.3 シ リ ンダ失火
下記のいずれかの条件を満たす時、 DTC は検出される。

･ エンジンが 200 回転する間、 失火状態が検出された。 (
チェ ッ ク エンジン ラ ンプ点滅 )

･ エンジンが 1,000 回転する間、 失火状態が検出された。
(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク )

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 DTC 点検

P0300、 P0301、 P0302 及び P0303 以外の DTC を検出し てい
るか ?

検出し ている DTC につ
いて故障診断を行 う 。

Step 2 へ。

2 排気系統及び吸気系統点検

1) 排気系統及び吸気系統に詰ま り 及び漏れがないか点検
する。

点検結果は良好か ?

Step 3 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。
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DTC P0420
診断内容 / 推定不具合箇所

システム概要
A/F センサは触媒を通過する前の酸素濃度を検出し、 リ ヤ O2 センサは触媒を通過し た排出ガスの酸素濃度を検出し
ている。 これによ り 触媒が正常な場合は、 リ ヤ O2 センサの出力信号の変化は A/F センサの出力信号の変化よ り 小
さ く な る。

DTC 再現手順

警告!

･ 走行テス ト は他の車両などが走っ ていない場所、 又は交通事故の起こ る可能性が少ない場所を選び、 テス
ト 中に事故が起こ ら ないよ う注意し ながら慎重に行う こ と。

･ 走行テス ト は必ず平坦な道路で運転者と試験者 2 名で行う こ と。
 

注意!

再現手順中に他の DTC を先に検出し た場合は、 他の DTC の故障診断を優先し て行う こ と。

1) エンジンを始動し、 完全暖機状態にする。

2) 10 分間以上 60 ～ 80 km/h の速度で走行する。

3 点火系統点検

1) 点火系統を点検する。

点検結果は良好か ?

Step 4 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

4 エンジン メ カニカル系統点検

1) 以下の項目を点検する。

･ 圧縮圧力 （整備編 42-81AH0 SEC 1A 参照）

･ バルブ ク リ ア ラ ン ス （概要 ・ 整備追補 No.4 42-
81AM0 SEC 1A 参照）

･ バルブタ イ ミ ング （整備編 42-81AH0 SEC 1A 参照）

点検結果は良好か ?

Step 5 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

5 キャニス タ系統点検

1) 以下の項目を点検する。

･ キ ャ ニス タパージ VSV システム （概要 ・ 整備追補
No.5 42-81AN0 SEC 1C 参照）

･ キ ャ ニス タ （整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照）

･ PCV バルブ （整備編 42-81AH0 SEC 1C 参照）

点検結果は良好か ?

Step 6 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

6 燃料系統点検

1) 燃料系統を点検する。

点検結果は良好か ?

ECM を交換し て再度点
検する。

不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

診断内容 推定不具合箇所

DTC P0420: 触媒劣化
完全暖機後、 走行時の A/F センサ出力信号の変化値に対
し て リ ヤ O2 センサ出力信号の変化値が基準値以上と
なった。
(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク )

･ 排気系統

･ リ ヤ O2 センサ配線 / コネ ク タ

･ A/F センサ配線 / コネ ク タ

･ リ ヤ O2 センサ

･ A/F センサ

･ 触媒 ( エキゾース ト マニホール ド )

･ ECM
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故障診断

DTC P1570
診断内容 / 推定不具合箇所

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 DTC 点検

P0420 以外の DTC を検出し ているか ?

検出し ている DTC につ
いて故障診断を行 う 。

Step 2 へ。

2 排気系統点検

1) 排気系統に漏れ、 損傷及び取付けに不具合がないか点
検する。

点検結果は良好か ?

Step 3 へ。 不具合のあ る部品を修
理又は交換する。

3 O2 センサ回路点検

1) “DTC P0137 / P0138” :( 概要 ・ 整備追補 No.5 42-81AN0 
SEC 1C 参照 ) の Step 2 及び Step 3 を参照し て リ ヤ O2
センサ信号線及び リ ヤ O2 センサアース線を点検する。

点検結果は良好か ?

Step 4 へ。 不具合のあ る箇所を修
理又は交換する。

4 A/F センサ回路点検

1) “DTC P0130” :( 概要 ・ 整備追補 No.5 42-81AN0 SEC 1C
参照 ) の Step 2 を参照し て A/F センサ信号線を点検す
る。

点検結果は良好か ?

Step 5 へ。 不具合のあ る箇所を修
理又は交換する。

5 フ ューエルイ ンジ ェ ク タ単体点検

1) フ ューエルイ ンジェ ク タ を点検する。 （概要 ・ 整備追補
No.5 42-81AN0 SEC 1C 参照）

点検結果は良好か ?

Step 6 へ。 フ ューエルイ ンジェ ク
タ を交換する。

6 DTC 再点検

1) 触媒 ( エキゾース ト マニホール ド ) を交換する。 （概要 ・
整備追補 No.1 42-81AJ0 SEC 1A 参照）

2) “DTC 再現手順” を行い、 DTC を点検する。

DTC P0420 を再度検出するか ?

ECM を交換し て再度点
検する。

診断完了。

診断内容 推定不具合箇所

P1570: ABS 信号異常
ABS 作動信号回路からの信号が一定時間以上入力されな
かった。
(2 D/C 検出ロ ジ ッ ク、 ただしチェ ッ ク エンジン ラ ンプ非
点灯 )

･ ABS コ ン ト ローラ配線 / コネ ク タ

･ ABS コ ン ト ローラ

･ ECM
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回路図

DTC 再現手順

警告!

･ 走行テス ト は他の車両などが走っ ていない場所、 又は交通事故の起こ る可能性が少ない場所を選び、 テス
ト 中に事故が起こ ら ないよ う注意し ながら慎重に行う こ と。

･ 走行テス ト は必ず平坦な道路で運転者と試験者 2 名で行う こ と。
 

1) エンジンを始動し、 走行する。

故障診断

E22-223GRN

1 2

A1 12V
12V

123456789101112131415

161718192021222324252627282930

313233343536373839404142434445

464748495051525354555657585960

[a]

C32E22[A]

201202203204205206207208209210211212213214215

216217218219220221222223224225226227228229230

231232233234235236237238239240241242243244245

246247248249250251252253254255256257258259260

[A]: ECM コネ ク タ ( 矢視 : [a]) 1. ABS コ ン ト ローラ

A1: ABS 作動信号線 2. ECM

ｽﾃｯﾌﾟ 点検 Yes No

1 ABS ダイアグコー ドの点検

1) ABS システムのダ イ アグ コード を点検する。

ダ イ アグ コード が検出されているか ?

ABS システムの故障診
断を行 う 。 ⇒ （概要 ・
整備追補 No.4 42-
81AM0 SEC 5B 参照）

Step 2 へ。

2 センサ信号線の点検

1) ABS コ ン ト ローラ コネ ク タ を外し、 イ グニ ッ シ ョ ン SW
を ON にする。

2) ABS コ ン ト ローラ コネ ク タの ABS 作動信号線 (A1) ～エ
ンジンアース間の電圧を点検する。

電圧は約 12V か？

ABS コ ン ト ローラ本体
の不具合

･ ABS 作動信号線の断
線又は地絡

･ ECM 本体の不具合
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整備

外気温センサ取外し/取付け

取外し

1) 外気温センサのコネ ク タ を外す。

2) 外気温センサをフ ロ ン ト メ ンバから取 り 外す。

取付け
取付けは取外し と逆の手順で行 う 。

外気温センサ点検

1) 外気温センサを取 り 外す。

2) 外気温センサの端子間の抵抗値を測定する。

基準値

･ 5.5 ± 0.28 kΩ(0 ℃ )

･ 1.7 ± 0.09 kΩ(25 ℃ )



ブレーキメカニカル　5A-1

概要 ........................................................................5A-2
整備 ........................................................................5A-2
ストップランプスイッチ調整................................. 5A-2
踏み込んだときの床板とのすき間点検................. 5A-2
ブレーキブースタ点検............................................. 5A-2

セクション 5A

ブレーキメカニカル

目次
5A



ブレーキメカニカル　5A-2

概要
･ ス ト ッ プラ ンプス イ ッ チねじ部先端 と ブレーキペダ

ルのス イ ッチス ト ッパブラ ケ ッ ト の ク リ ア ラ ン ス を
変更し た。

･ ブレーキペダルの形状変更に伴い、 ブレーキペダル
を踏み込んだ と きの床板と のすき間の測定要領を垂
直方向から水平方向に変更し た。

･ ブレーキブース タ取付面と ク レ ビ スのピン穴中心間
の距離を変更し た。

整備

ストップランプスイッチ調整

ブレーキペダルを上に引っ張った状態で、 ス ト ッ プラ
ンプス イ ッ チのねじ部先端と ブレーキペダルのス イ ッ
チス ト ッパブラ ケ ッ ト の ク リ ア ラ ン スが規定値にな る
よ う に調整する。

クリアランス（mm）：0.5 ～ 1.5

踏み込んだときの床板とのすき間点検

1) エンジンを始動し、 ブレーキペダルを数回踏み込
む。

2) ブレーキペダルを規定の力で踏み込んだ と きの、 ペ
ダル と床板 （カーペッ ト ） と のすき間を スケールな
どを使用し て測定し、 規定の範囲にあ るか点検す
る。
また、 ブレーキペダルを踏み込んだ と きの踏み応え
から、 エアの混入がないか併せて点検する。

踏み込み力：290N

床板（カーペット）とのすき間（mm）：65 以上

注意!
 

床板とのすき間が基準値以下の場合は、 ブレーキシ
ステム内のエア抜き を行 う。
また、 必要に応じ て下記の項目を点検、 調整する。

･ リヤブレーキのオー ト アジャ ス ト 機構

･ ブレーキブース タ プ ッ シュ ロ ッ ドの長さ
 

ブレーキブースタ点検

プ ッ シ ュ ロ ッ ド ク レ ビ ス を取 り 外し た場合は、 ブース
タ (3) 取付面 （パッ キングは含まない） と ク レ ビ ス (1)
のピン穴中心間の距離が基準値になる よ う に調整し、
ナッ ト (2) を規定の ト ルク で締め付ける。

基準値（mm）： 134.5 ～ 135.5

締付トルク：25N・m
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